大学共同利用機関法人人間文化研究機構　総合地球環境学研究所報 by unknown
17
今号の特集











渡辺一生 ×柿岡  諒 ×濱田信吾＋
王 智弘＋安富奈津子












表紙は語る ……… 三村 豊
連載
大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　総合地球環境学研究所
























































































































概念レベル 対象 問題となる事象 対応レベル
疾　患　disease 病原体、臓器、身体 病理、病態／生命 西洋医学（診断、治療）
やまい　illness 患者個人、家族 自覚症状／患者行動／生活 看護／家族ケア、介護
病     気　sickness 社会、国家 恐怖／パニック／スティグマ／差別
社会的政策／
ガバナンス
＊2  窪田 順平 (編集) 「モノの越境と地球環境問題──グローバル化時代の“知産知消”」地球
研叢書・昭和堂 . 2009/10第5章「感染症-この不安をどう乗り越えるのか？」146-176







































































































































































































































































































































































































話し手● 渡辺一生（地球研プロジェクト研究員）×柿岡  諒（地球研プロジェクト研究推進支援員）×濱田信吾（地球研プロジェクト研究員）






































































































＊1   研究プロジェクト「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上」（プロジェクトリーダ ：ー石川智士）










































































































































































＊3   研究プロジェクト「砂漠化をめぐる風と人と土」プロジェクトリーダー
＊4   研究プロジェクト「地域に根ざした小規模経済活動と長期的持続可能性 ―― 歴史生態学からのアプローチ」（プロジェクトリーダ ：ー羽生淳子）

















































































































































































































共著としてAn Overview of Indonesian Wetland Sites 
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表 紙 は 語 る
海岸の情景を眺める少年
三村 豊（地球研プロジェクト研究員）
　車を降りてすぐ目に飛び込んでき
た。あるはずのない座礁した大型船
の存在である。そこでは木の陰を利
用するように、大型船の陰で女性た
ちが集まっていた。さらに見渡すと、
コンクリートで平坦にならされた
地面の上に、木材やトタン、ビニール
シートを巧みに利用した住宅が所狭
しと軒を連ねていた。わたしは、こみ
あげる感情を抑えることができず、
不自然な雰囲気と相まって心臓がト
クトクと鼓動を速めていた。
　ここはフィリピンのレイテ島タク
ロバン市の村落の一つ。村落は、2013
年11月、フィリピン諸島近海で発生
した台風30号の高潮によって4隻の
船が乗りあげ甚大な被害を受けた。
訪問したのは2014年7月。すでに8
か月以上が経過しようとするにもか
かわらず、タクロバン市の沿岸近く
の村では、いまだ、テントや仮設住宅
で暮らす住民がいる。
　さて、海岸を眺める少年は、なにを
思っているのであろうか。少年が眺
める方向にあるべき大型船が、海岸よ
り40ｍほど後方に残されている。そ
の面影には、高潮の記憶を思い出して
いるようにも見える。わたしは、少年
の記憶のなかの情景をどれだけ拭い
去ることができるのであろうか。
撮影：2014年7月23日
フィリピン　レイテ島
＊表紙の写真は、「2014年地球研写真コンテスト」の応募写真です。
